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ぐ
く
ぐ
ぐ

選
挙
で
圭
流
派
優
勢
腺
つ

レ
レ
レ
レ

門漏
編餌
殖
融翻
醸罐

十
閥
年
富
業
な
ど
に
関
し
て
学
校
側
と
宇
生
の
意

志
疎
通
を
は
か
った
▽
十
五
日
教
覇足
副
委
員
畏

選
と
同
学
会
代
議
員
選
の
結
果
が
判
明
主
流
派
の

圧
勝
に
終
った
▽
十
「ハ日
同
学
会
代暫
哨員
会
で
同

学
会
費
の
値
上
げ
が
決
定
さ
れ
た
▽
二
十
二
日
山

岡
学
生
部
長
が
宇
治
寮
の
閉
鎖
を
発
表
為
二
十
五

日
三
寮
連
(宇
治
・西
・吉
田
)
闘
争
委
員
会
は

学
校
側
に
抗
議
し
た
が
も
の
わ
か
れ
に
終
った
▽

二士
ハ日
生
協
理
5
会
で
生
協
食
頚
の
値
上
げ
を

決
定
。
▽
後
期
猷
験
始
ま
る
。

臼
認
器
鈴
鍍
讐

臨
は
ほ
ぼ
平
年
並
み
だ
った》
十
三
臼
生
協
総
代

会
が
持
た
れ
、
水
光
質
不
払
い
闘
争
の
提
案
が
さ

れ
た
が
議
事
週
営
が
混
乱
し
、
審
醸
未
了
ご
終
っ

た
▽
士
ハロ星
良
の
諮
閻
機
関
の
大
学
制
度
審
議

会
は
学
憂
灘
麺
梱
を
拡
大
す
る
方
針
を
答
申
し

た
。
最
終
決
定
は
学
長
か
ら
評
議
員
に
提
案
、
評

議
会
の
丞
認
に
よ
り
な
さ
れ
る
▽
十
七
日
椎
名
外

相
の
日
韓
妥
結
の
た
め
の
訪
韓
阻
止
に
隔
府
学
遵

統
一行
動
が
行
な
わ
れ
、
立
命
大
か
ら
円
山
ま
で

デ
モ
を
行
な
った
。

ぐ
ぐ
く
ぐ

東
洋
丈
獄
セ
ン
タ
ー
新
設

ぼピレ
レ
レ

門h肩
疑
韓
露
卿嚢

.
に
行
な
わ
れ
二
干
三
百
八
人
が
合
格
し
た
●
今
年

の
入
猷
で
は
現
役
の
進
出
が
め
だ
っ
塞
▽
二
士
ロ

全
国
学
館
閻
題
連
絡
協
議
会
が
東
京
お茶
の
水
大

で
結
歳
さ
れ
-
学
館
問
暫
で
の
情
墾
雑
景
を
行
な

う
が
、
京
大
も
乙
れ
に
参
加
した
.
▽
二十
四
日

酪
巣
式
が
行
血6
れ
子
八
百
人
が
至
葉

▽新

萎

又
奪

に轟
髪
鹸
申シ

タ
ー
と
円
陛
ア
ジ
ア
研
究
施
設
を
新
たに
設
け
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
た

く
ぐ
く
く

留

隼

生

全
体

の

一
国

〉
〉
レ
レ

憩
翻
謂
蕨
鑛
嚢

九
十
人
が
留
年
し
た
▽
十
二
日
新
入
生
の
入
学
式

が
行
な
わ
れ
、
臭
田
学
長
は
「使
命
感
を
持
つ
人

に
な
れ
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
▽
十
七
日
新
入
生
歓

迎
会の
囲
会
式
が
行
な
わ
れ
南
引
き
続
き
十
目
聞

に
わ
た
うて
欝
贋
会
な
ど
が
拘
た
れ
た
▽
二
十
八

旦
贋撃
達
統
一行
助
繋
一波
が
行
な
わ
れ
約
手
人

が
参
加
し
た
.
「ベ
ト
ナ
ム
侵
略
反
対
」
を
叫
ん

で
、
ζ
の日
続
一派
も
「全
掌
違
」
集
会
を
朔
き

分
裂
し
た
逗
動
が
新
入
生
に
と
ぽ
ど
い
を
与
え
た

▽
二
十
四
百
学
対
協
と
天
学
側
厚
生
施
設
整
禰
委

員
会
2
両
会
響

さ
亭躍

警
璽
飽
欝
驚

地
を
学
生
集
会
所
跡
に
す
る
と
い
う
第
二
原
案
を

出
レ
た
が
、
学
対
協
側
は
薪
穂
飼
尚
賢
m
跡
を
主

襲
ル
些

二
士
ハ日
に
は
音
楽
関
係
サ
ー
ク
ル
代

褒
者
会
蟻
も
纂
二
原
案
に
反
対
の
決
議
を
し
た
.

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

生
協
総
代
続

哺
灘
が
多
数

>
b
レ
レ

田
遡
群
線
曝
轟
議

人
、
全
学
這
八
百
人
が
参
加
し
て
日
韓
条
約
調
印

阻
止
、
幣
ベト
ナ
ム
侵
略
反
対
を
叫
ん
だ
。
▽
二

十
一、
二
十
二
日
京
大
創
立
記
念
行
事
が
行
な
わ

η

園
遊
会
に
は
約
四
千
人
が
集
ま
った
▽
二
十

五
星

協
憲

盤

肇

が
奮

、
統
一繋

統

総
代
が
反
日
共
系
総
代
に
五
十
人
の
建
を
つ
け

た
.

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

6

・
4
に
学

生
七

千
人

レ
レ
レ
レ

澱
劇
駆
醍
錫
顯
転糞

 とする
第
十
九
回
河
上
祭
が
艇
さ
れ
記
念
謂
演
な

ど
が
行
な
わ
れ
た
▽
四
日
全
関
西
学
生
総
決
起
大

会
が
持
た
れ
馬
関
西
二
十
二
大
学
か
ら
約
七
千
人

が
参
加
、
大
管
法
闘
争
以
来
の
盛
り
上
が
り
を
見

せ
『北
爆
反
対
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て

蘭
った
.
この
日
票
大
か
ら
は
敦
饗
で
授
業
放
棄

を
決麟
し
た
ク
ラ
ス
な
ど
を
曾
め
麹
干
五
百
人
が

゜
壷
加し
た
▽
四
日
山
岡
学
生
響
翼は
教
費
掌
館
の

規
頓
が
二干
坪
に
拡
大
し
た
の
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
の
学館
予
足
地
の
学
生
集
会
所
跡
(第
二
原
案

や
学
対協
の
主張
す
る
新
徳
館
跡
で
は
狭
く
な
っ

た
と
し
て
教攣
四門
南
側
と
いう
第
三
原
案
を
発

表
し
た
▽
四
日法
学
郎員
増
(二七
〇
1
四
五
〇

》
の
教授
決定
が
法
学
部
学
生
で
構
成
さ
れ
た
定

員
増
舶
査委
員会
に
報
告
さ
れ
た
.
法
自
治
会
は

こ
れ
に反
対
の慧
を
表
園
し
た
.
ま
た
教
胃
学
部

も
定
員
増干
人
を発
表
し
た
▽
九
日
「ベ
ト
ナ
ム

侵
陥
反対
国
民統
一行
動
日
」
が
も
た
れ
馬
こ
の

目
、
京
大
では
同
学
会
の共
闘
申
し
込
み
を
つ
け

た総
甲派
六
・九
契
行
委
主
擢
の
集
会
に
主
流
派

も
渉
署

し
ピ
ケ
隊
と
も
妻

蔭

遷
結
貢
にな
った
。
そ
の
後
主
流
派
は
円
山
で

の
日
共系
の集
会
に参
加
し
よ
う
♪じ
て
「全
学

連
」
の
ピケ
隊
と
登
み合
い、
数
人
の
ケ
ガ
人
が

出
た
▽
九日
京
大繁
遮
は
脱喪
学
生
部
長
ら
と
会

見
し
、
Φ熊
野
禦
の
食
鴬
を
計
闘
通
り
愈
設
せ
よ

②
炊
夫
の公
務
員
化
を
行
え
⑪
二
・
一八
文
部
省

通
達
は
大
学
目治
の侵
害
で
あ
り
㍉
負
担
区
分
制

は
受
け
入れ
ら
れ
な
いと
甲
レ
入れ
た
が
受
け
入

れ
ら
れ
ず、
賓生
は
繁
貴
不払
いな
ど
の
実
力
蘭

争
に
入
っ
た▽
十
二日
か
ら
圓
学
会
区
代
議
員
と

教
餐
役
員
の選
挙
が始
ま
り
、
この
結
果
教
養
委

員
長
は
主流
派
誼
村
君、
副
一響
員長
は
統
一派
山

本
君
と
決ま
った
.
代
購
員
は
統
一派
が
少
差
で

る学生運動の断層
O

曙

主動権の流動を契機に

灘
羅

く
ぐ
ぐ
く

初
周
集
;
業
計
画
出
る

レ
レ
レ
レ

門躍

辮
鑓
雛
鉾
難
総

部
長
な
ど
で
構
成
)
の
京
大
学
術
振
興
財
団
(仮

称
)
の
設
立
、
京
大
会
館
、
体
青
館
の
姓
設
な
ど

を
含
む
事
業
計
囲
駅
案
を
発
表
し
た
.
こ
れ
に
対

し
学
生
側
は
学
生
が
計
国
に
直
接
参
圃
を
許
さ
れ

ず
、
学
生
部
長
を
通
じ
て
の
意
見
提
出
に
届
ま
る

こ
と
に
強
い
不
満
堂
ホし
た
▽
十
穴
日
本
邸
甲
央

鋸
地
下
の
中
甕

堂
の
拡
強
整
鐘
工
事
が
完
了
し

営
彙
を
開
始
し
た
▽
二
十
二
日
秋
の
第
}派
府
学

連
統
一行
動
が
行
な
わ
れ
京
大
か
ら
六
十
人
、
府

学
連
四
百
人
が
参
加
し
て
「旦
騨反
対
」を
叫
ん
で

立
命
か
ら
円
山
ま
で
デ
モ
行
進
を
行
な
っ▽
二
十

五
日
か
ら
約
二
週
聞
、
前
期
教
養
翫
験
が
始
ま
っ

た
▽
二
十
八
日
法
、
理
、
経
各
学
部
大
学
院
合
格

者
が
発
表
さ
れ
た
▽
二
十
九
日
厚
生
施
般
整
備
委

と
学
生
側
の
合
同
協
議
会
が
持
た
れ
隔
新
同
学
会

の
下
に
構
成
さ
れ
た
五
者
(同
学
会
、
生
協
、
体

育
会
、
文
連
、
大
学
院
協
)
に
よ
る
学
対
協
は
、

新
穂
館
跡
の
意
見
を
取
ひ
下
げ
、
コ
ー
ト
の
換
地

保
灘
の
確
約
の
上
で
軟
式
コ
ー
ト
西
三
面
を
教
獲

学
鋸
敷
地
と
ず
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

ぐ
ぐ
く
く

府
学
達
委
員
長
に
尾
崎
君

>
b
7>
〉

幣
遡
叔舖
離鋒

蒲
糎
連

新
執
行
委
員
喪
に
京
大
尾
崎
君
(社
学
同
V
副
雲

員
長
に
立
動
大
立
川
君
(フ
ロ
ン
ト
)
が
就
任
し

「闘
う
府
学
連
を
形
成
し
た
日
韓
批
准
阻正
京
都

資
年
決
起
集
会
」
が
持
た
れ
湘
府
学
連
な
ど
約
二

千
人
が
参
加
、
京
大
か
ら
も
三
百
人
が
参
加
し
た

▽
十
七
日
周
大
で
京
都
府
学
連
・東
京
都
学
連
主

櫨
の
全
国
自
治
会
代
表
者
会
議
が
持
た
れ
10
・29

全
国
大
学
ゼ
ネ
ス
ト
に
よ
る
日
韓
闘
争
提
起
な
ど

が
行
わ
れ
た
▽
十
日
工
教
は
、
学
畏
の
確
約
し

た
来
年
度
薪
入
生
募
集
停
止
が
無
視
さ
れ
た
こ
と

に
関
這
し
隔
工
教
即
時
廃
止
、
工
学
部
へ
の
無
条

件
覇
入
馬
来
年
度
募
集
停
止
な
ど
を
要
求
し
て
無

期
限
ス
ト
に
入
った
が
、
二
十
ス
日
学
生
大
会
決

定
で
ス
ト
を
解
除
し
た
。

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

日

韓

闘

争
盛

リ

上

る

レ
〉
〉
〉

需
ド騨
箭
語
蕪
難
籠
漿

日
韓
条
約
批
准
を
ひ
か
え
盛
り
上
が
った
.
ま
た

十
二
日
に
も
反
戦
委
統
一行
動
が
持
た
れ
湘
同
日

衆
院
本
会
階
で
の
抜
き
打
ち
採
決
に
抗
議
し
て
=一

手
人
が
デ
モ
、
集
会
を
行
った
▽
九
日
湘
社
共
総

野
三
看
共
闘
、
日
韓
批
准
阻
止
国
民
総
決
起
集
会

塑
円
山
で
罵
か
れ
㍉
府
学
連
千
五
百
人
「全
学
遮

」
手
笠
百
人
を
含
む
一万
五
千
人
が
集
ま
った
▽

十
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
、
か
ね
て
同
学
会
を

中
心
と
す
る
実
行
委
員
会
な
ど
こ
進
め
ら
れ
て
い

た
第
七
回
十
一月
祭
が
催
さ
れ
、
笑
行
委
企
墜
、

サ
ー
クル
企
凹
、
学
部
企
国
な
ど
に
よ
り
映
圏
、

講
演
、
展
示
、
横
擬
店
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
▽
十

七
日
京
大
燃
料
工
学
教
竪
で
火
串
が
あ
り
教
整
百

平
万M
が
焼
け
た
。

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

選

挙

で

統

一
派

勝

利

レ
>
b
r>

望
O惣
器
灘醗
羅
瀦舗

集
会
」
が
㎎
干
人
を
集
め
て
開
か
れ
、
府
学
連
四

百
人
「全
学
連
」
四
百
人
が
参
加
し
た
▽
三
日
統

一派
が
講
成
す
る
12
§
バ尖
一万
人
集
会
爽
行

委
は
吉
田グ
ラ
ウ
ン
ド
で
集
会
を
持
ち
、
三千
五

百
人
が参
加
し
た
.
同
日
生
協
は
申
央
食
堂
を
除

く
事
莱所
を
集
会
中
閉
鎖
、
従
業
員
は
集
会
に
参

加
し
た
▽
一日か
ら
の
C自
治

員
役
員
と
筒
学

会
代
議
員
の
選
挙は
、
O
副委
異
長
、
代
議
員
数

で
も
統
一派
の
勝
利
に
終
っ
た
.

教
養
委
員
長
に
笹
隈
君

民
青
系
大
巾
の
進
出

去
る
一日
か
ら
続
けら
れて
い
た全
学
区
同
学会
代
議
員
選
挙
は
規
定
数
に
達
し
た
た
め
予
定
通
り
七
日
で
、
ま
た
教
穣
正
酬
委
員
長
選
は
七
日
で
は
規

定
数
に
達
し
な
か
っ
たた
め
、
一日
期
閥
を
延
ば
し
て
八
日
十
二
時
に
打
ち
切
ら
れ
た
。
今
回
の
選
挙
は
-
前
期
の
選
挙
の
勝
利
で
同
学
会
主
流
派
と
な
っ

た
統
幽派
と
、
秋
の日
韓闘
争
を
闘う
過
程
で
勢
力
閻
復
を
は
か
った
主
流
派
と
が
か
な
り
の
激
戦
を
展
開
す
る
も
の
と
思
わ
れ
た
が
、
投
票
率
も
規
定
数

を
少
レ
上
回
っ
た程
度で
か
な
り
低
飛

ま
す
ます
一般
学
生
の
聞
に
政
治
的
蕪
関
心
闇
が
増
木
レ
て
い
る
も
よ
う
ぜ
あ
る
.

教
搬
正
副
委員
長
は統
一派
から
立

候
補
し
た
笹
隈
哲
夫君
(皿
A)
が正

委
員
畏
に
圓
じ
く
統
一派
の岡
本
渚葛

(I
J
)
が
副
委
員
長
に
当選
し
た
が

前
期
に
く
ら
べ
て続
一派
の
得票
数
が

二
百
票
余
り
増
加
子
三
百票
を
越
え
た

こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
同
菱

塾買

選
」磐
Cも
統
一派
の
進
出
が
賃
立
ち
、

統
一派
立
候
禰
書
二
十
名
が
全
員
当
選

し
、残
り
の
十
三
名
を
主
流
派
が
擬
っ

た
.こ
の
績
果
は
前
期
と
く
ら
ぺ
て
ほ

と
んど
変
勘
し
で
いな
いが
、
こ
こ
で

＼
路蹴.路徽 ε言3;話・3言鵠鵬 鵠3;

1328809

1272822

(虹A統 一 派)(11L旧主 流 派)

(IJ統 一派)(IL旧主流派》

 

夫
紀

童

哲
忠

英
憂

も
統
一派
の
も
つ
親
繊
力
が
も
の
を
い

って
い
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
.

同
学
会
代
議
員
会
は
ま
だ
代
議
員
の

決
定
さ
れ
て
い
な
い
教
獅
学
部
選
出

の
代
議
員
選
挙
を
待
た
な
い
と
は
っ

き
り
レ
な
い
が
、
続
一派
が
同
学
会

多
数
派
を
形
成
す
る
可
能
性
が
強
く

な
った
ζ
と
は
笛
め
な
い
。
ま
た
統

一派
が
今
度
の
遣
挙
で
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
一っ
と
し
て
い
た
,第
二
府
学
連

疑

学

長

団

交

暖

房

費

で

+
貝

寮
生
袋
ぼ
学
生
嚢

と
会見

k

三
日
の
学
生
聾
隈
寮
生
団交
で

物
分
れ
に
な
った
熊
野
寮
暖
房
閥題
を

話
し
合
った
が
、
は
、
掌
校
側
が、
今

冬
の
必
要
石
油
を
全
襲
配給
し
、
負
組

に
つ
い
て
は
今
後
も
負
担
区
分
間題

と
し
て
話
し
合
って
ゆ
く
こ
と
に
な
っ

た
.三

日
の
団
交
で
は
学
校
側
は
「燃
料

代
寮
生
負
担
」
を
主
張
し
て
物
分
れ

と
な
っ
た
。
九
日
に
は
、
学
校
側

を
負
想
を
妥
協
策
と
し
て
寮
生
に提

案
し
た
が
、
察
生
ほ
「少し
で
も
寮

生
が
燃
料
代
を
負
担
ず
る
こ
と
は馬

負
担
区
分
契
施
の
既
成
事
笑
化
に
の

る
も
ので
あ
る
」
と
して

こ
れ
を

拒
否
し
た
ため
、
学
校
側
が
さ
ら
に

譲
歩し
て
「必
要
な
石
油
は
す
べ
て

学校
側
が
出
し
恥そ
の負
担
に
つ
い

て
は、
現在
問
題
にな
って
いる
負

担
区分
の
問
題
と
して
今
後
も
能
し

合
っ
てゆ
く
」
と
い
う線
に
お
ち
つ

い
た
。
し
かし
寮
生
は絶
対
水
光
費

学
校貿
組
を
主
張し
て
おり
、
結
局

こ
の
間題
は
禦
生
の嬰
求
が通
った

も
よ
う
で
あ
る
。

女
子
寮
に
おけ
る
嵐
呂、
炊
事
暇建
設

要
求
が、
同
時
に
行わ
れ
て
いる
が
、

こ
の
暖
房
問
題
は
寮
生
に
大
き
な力
を

与え
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

デ
ッ
チ
上
げ
4
の
問
題
が
今
後
の
京

大
自
治
会
活
動
の
中
心
問
題
と
し
て

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
てく

る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

のぎ
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総
姻
柵
魏
卿
伽
辮
柵
説
鵬
姻
騰
㎝
脱
剛

エ

罫

藍

瀧

肌盤
㈱
u聾
町

賢
講
壽
難

麗職
醒
遭
公魅
=

12.9

五
者
会
議
学
長
団
交

内
容
的
進
展
見
ら
れ
ず

一さ
る
十
二日
十
二
時
半
か
ら
、
本
部

一大
ホ
ー
ル
で
、
奥
田
学
長
、
山
岡
学
生

部
長
と
、
五
者
会
議
、
(同
学
会
、
学

対
協
、
生
協
、
賑
組
)
な
ど
約
二
十
人

と
の
団
体
交
渉
演
二
時
聞
に
わ
た
って

持
た
れ
、
七
十
岡
年
記
念
冨棄
な
ど
に

腐
し
て
話
レ
曾
った
.
こ
の
席
上
で
学

長
は
、
紀
愈
事
寒
の
蟹
畏
と
そ
の
進
行

本郁大ホールで団交する瓢

状
態
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
Φ

京
大
学
術
振
興
財
団
ー1
仮
称
11
(大
学

院
生
の
奨
学
金
、
研
究
員
の
養
成
、
研

究
費
補
助
、
厚
生
施
叢
の
充
実
な
ど
を

目
的
と
す
る
)
設
立
に
関
し
て
は
、
現

在
趣
意
書
の
原
案
を
、
再
度
準
備
委
員

会
に
も
ど
し
て
再
検
討
中
で
あ
る
②
京

大
会
館
、
体
膏
館
な
ど
の
計
画
は
、
準

備
委
か
ら
さ
ら
に
小
委
員
会
に
下
し
て

艮
体
的
な
原
案
を
作
製
中
で
あ
る
、
な

ど
で
あ
る
.

こ
れ
に
対
し
、
学
生
、
職
員
側
は
、

①
七
十
周
年
事
策
そ
の
も
の
に
関

し
、
産
学
協
同
が
ま
す
ま
す
強
化
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
が
、
こ
の
事
笑

を
ど
う
考え
る
のか
②原
案
作
製
の

段
階
から
の
民
主
的
な
公
開
討論
に

学
生
職
員
も
笑
質
的
に
参
加さ
せ
よ

③
記
愈
事
業
に
と
も
な
っ
て、
サ
己

ク
ル
活
動
や
生
協
の
運営
に
圧
迫
が

加わ
ら
な
い
と
い
う
嘉
を
碓
約
せ
よ

④
識
備
委
、
小
委
員
会
ご
の
進
展
を

そ
の
部
度
発
表
し
て
ほ
し
い
ー
な
ど

を
学
長
、
学
生
部
長
に
要
求
し
た
.

学
長
、
学
生
部
畏
は
こ
れ
ら
に
関
し

①
大
学
の
現
状
が
確
か
に
産
学
協
同
に

な
っ
て
い
る
事
実
は灘
め
る
し
、
遺
憾

に
お
も
う
が
現
状
で
は
仕
方
が
な
い
と

思
う
②
現
在
は
原
案
作
製
の
段
階
で
あ

り
、
二
万
人
も
の
大
集
団
ぐ
あ
る
京
大

で
は
何
ら
か
の
原
案
を
ま
と
め
て
お
か

ね
は
簸
に
な
ら
な
い
。
従
っ
て
学
生
腰

員
側
の
意
向
は
摩
生
馳
設
整
備
委
員
会

(同
嗣学
会
、
学
対
協
、
生
協
、
体
育

会
、
寮
連
及
び
学
生
部
長
各
学
部
代
裂

で
鰐
成
)
を
通
し
て
学
生
部
長
を
通
じ

て
準
備
委
員
会
に
伝
え
る
か
、
原
案
が

小
委
員
会
で
更
に
検
討
さ
れ
る
際
に
そ

の
担
当
の
者
に
伝
え
れ
は
よ
い
.
小
委

貴
会
で
掌
生
職
員
の
意
向
が
ど
の
よ
う

な
方
法
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
は
各
小

自然 国舗
麗
諜
簾

'

加
慶
蓬

■
ヲ
ジ
ア
の
カ
ン
禦
爆

琿山

雄

■
竃
ッ
パ
チ
の
な
8
0た
み
ち
…
・…
。・…
坂
上
昭
一

聴

覚

生

理

学

へ
の
道

粟

綾

羅
辮
難

ノ
ー
ペ
ル
龍署
摩
賞

<
り
こ
み
週
論
の
生
い
立
ち介

委
鼠
会
にま
か
す
③
サ
ー
ク
ル
活
動
や

生
協
の
運
営
に
関
し
て
は
、
予
算
計
團

の
蘭
係
で
確
契
な
こ
と
は
いえ
な
い。

ボ
ック
ス
に関
し
て
は
「現
在
よ
り
縮

少
は
し
な
い」
と
いう
こ
と
は
確
約
す

る
.
で
き
れ
は
サ
ー
ク
ル
ボ
ック
ス
の

増
設
な
ど
の
問
題
も
七
十
周
年
の
事
策

のう
ちぐ
解
決
し
た
い④
随
時
、
学
生

部
昂
ど
の
会
談
な
ど
で
発
表
す
る
と
回

答
レ
た.

こ
の
よ
うに
、
大
学
側
は
七
十
周
年

記
念
事業
の内
容
に閑
し
て、
学
生

職
員
が
直
接事
業
内
容
決
疋
に参
加

す
るパ
イ
ブ
を摩
生施
設
整
備委
員

会
(表
る
九
月
下
旬
以
来、
学
対
協

の
要
請
に
も
か
かわ
ら
ず開
か
れて

い
な
い)
と各
小
委
員
会
へ
の
働き

か
け
(統
一
的
な
方
法
は保
障
さ
れ

て
い
な
い)
に
限
る
な
ど
、
学
生
職

員
側
が
望
む
民
主
的
公
開
諭諭
か
ら

は
遠
い
態
度
を
小
し
、
今
後
の
成
り

行
き
が
注
目
さ
れ
る
。

(腔
)
小
委
員
会
は
、
各
部
局
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
問
題
(体
育
館
、

京
大
会
館
な
ど
)
を
分
担
し
て
員
体

案
を
ね
る
も
の
。

深ま

≧
京
大
人
事
§

鼻
廷

工
助
教
授

川
端
季
雄
(工

助
手
)
医
助
敦
授

小
重
山
靖
人
(医

儒
鱒
9.

瞬
"

モ

◇入学願書
本学から交付する用紙に、必要事 鴇
項を本人が明記すること.

◇鋼査書
文部省で定めた様式により、出身
学校長が作成したもの●

◇入学検定料1500円
◇億康診断書
本学から交付する用紙に、保健所 筆
国・公立の病院これらに準ずる病1
院、診療所の医師または出身校医
が作成したもめ。またその際に必
ず出願前3ヵ 月以内に撮彫した胸1
部工ックス線間換写翼フイルム1藝
枚を健康診断書用紙に添付してあ 藷

三

るポリエチレンの袋に封入するこ
帥舘
器
認轟
器
開鵠
隷
●●
'・岡彗

駒゚
鵠
器
認
轟器
鱒器
騒

.・器
雛
・゚器
・゚罧鱒器
09"調
驕
。・"舞
器
"胃
脚器
聞輔

騨

と。
◇写翼2枚
名刺型半身睨帽正面向きで、出願
6ヵ月以内に皐身で撮影したもの嚢
を、入学願鮒 翼用繍碇 められ
たところに、のり付けすること.

◇劃筒1枚
規格長型5(84鱈 ×205鱈)に受
信場所 および受信者氏名を明記
し、50円切手をはること●(受験
票送付用)

◇官製ハガキ1枚
受儒場所、および受信音氏名を明
記すること。(願書受理通知用)

以上の書朔その他をまとめて出身学
校畏を通し(志願する学部に提出す
ること。ただし、志願者から直接、
志願する学部に提出してもよい。

と
す
る
.

駒遷

文
科
系
掌
部
(文
・
教
育
・法

・経
済
学
部
)
志
願
者
に
対
し
て
は
、

斬
課
程
の
微
学
1
、
敦
学
∬
B
と
す

る
。

欄

田
教
青
繰
糧
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業

者
で

①
旧
教
管
榛
程
で
受
験
す
る
者

に
対
し
て
は
、
教
皿
ま
で
と
す
る
。
た

遣

文
科
系
学
部
(文
・教
育
・法

・経
済
学
部
)
志
顧
者
は
、
問
題
を
選

択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
学
∬
ま
で

●

学
習
の
純
囲
で
も
解
答
で
き
る
よ
う

に
出
懸
す
る
。

②
斬
教
胃
操
程
で
受
敦
す
る
者
に
対

し
て
は
、
斬
敦
胃
操
程
本
粟
者
に
準
じ

て
、
理
科
系
学
部

(理
・医
・薬
・工

・願
学
鄙
)
志
願
者
は
、
新
課
程
の
数

学
1
、
数
学
五
B
、
数
学
皿
と
す
る
.

文
科
系
学
郡
(文
・教
育
・法
・経
済

学
跳
)志
願
者
は
、新
瀕
程
の
薮
学
1
、

鮫
学
皿
B
と
す
る
。
配
点
は
二
〇
〇
点

満
点
。

◎
外
国
隔

英
語
B
、
ド
イ
ツ
謡
、

フ
ラ
ン
ス
語
の
う
ち
か
ら
、
い
ず
れ
か

1
か
国
諸を
選
択
さ
せ
る
。
醗
点
は
二

〇
〇
魚

◎社
会
倫
理
社
会
政
治
経
済
(倫

/
9

理
社
会
と政
裕経
済
とは
合
わ
せ
て
1

科
目
とし
て
取り
扱
う)
日
本
史、
世

14
/

界
異
B
、
地
鯉
B
の
う
ち
か
り2
科
目

を
選
択
さ
せ
る
。
T
学
部
は
一〇〇
点

7講
 満点。な

お
、
国
語
、
押
科、
外国
語、
柱

会
に
つ
い
て
は
、
新
旧
両
教育
課
縄
の

共
通
す
る
分
野
か
ら
出
題す
る
。
数学

に
っ
い
て
は、
④
新
教育
繹
程
に
よ
る

/
6
修

蒔
等
学
杖
革
曜者
は、
必
ず
新
教
膏
課

必は

桿
に
ょ
る
問
題
で
受
験
ず
る
こ
と
。⑪

旧
教
博謀
糧
』よ
る問
題で
受
験
し
て

黒

数
数
く

も
よ
い
.
た
だし
、
受
験
す
る
間
題
を

鋸

新
・
旧
両問
題
に
ま
た
が
っ
て任
意
に

鑛

選
択
す
る
こ
とは
で
きな
い.
◎
大学

入
学
賢
絡
検
疋合
格者
で、
薮
学
の科

目
全
部
を
新
教脅
課
稗
に
よ
り
合
格
し

た
者
は
、
④
に
準
ず
る
.
そ
れ
以
外
の

者
は
、
(⑪
)
に
準
ず
る
。

〈
注
慰
事項
〉

岬、
出
願
書
類
な
ど
の
郵
送
を
希
望

す
る
と
き
は
受
信
場
所
お
よ
び
受
僧
者

氏
名
を
明
記
し
、
ヨ0
円
(工
学
部
の
出

願
書
類
を
希
望
す
る
場
合
は
20
円
)
切

手
を
は
っ
た
標
準
封
簡
角
型
六
(
=
ハ

ニ
鰯
×
二
二
九
屠
)
を
同
封
し
隔
志
獺

す
る
学
部
事
務
室
教
務
掛
に
「願
書
請

求
」
と
朱
書
し
て
申
し
込
む
こ
と
。

講
師
)

工
教
授

畠
昭
治
郎
(工

助
教
授
)

工
学
研
教
授

着
林
二
郎

(工学
研助
教
授
)
工
学
研
教
授

江

ロ
弥
(工
学
研
助
教
授
)

併
任

農
付
属
農
場
畏

赤
藤
克
已

(農
教
授
)

基
物
研
教
授

硅
井
恒

丸
(名
大
瑠
教
授
)

配
謹
拠

名
大
理
教
授

碓
井
恒
丸

(基
物
研
教
授
)

く
く

　

冬
桔
れ
の
季
節
で
あ
る

囲
北
山
の
連
な
り
は
す
で

に
そ
の
イ
タ
ダ
干に
白

い
も
の
を
か
ぷ
り
、
街

路
樹
は
冬
仕
度
を
す
っ

か
り
整
え
わ
ず
か
一校
の
木
の
葉
が
余

計
も
の
の
よ
う
に
ブ
ラ
さ
が
って
い

る
。
そ
の
さ
む
ざ
む
と
し
た
イ
ヤ
ー
ナ

}気
掩
、
オ
ー
バ
ー
の
エリ
を
た
て
て
そ

膨
≦

き
こ
か
へ消
え
て
い表

は
あ
る
が多
妓
と
な
り
同
掌
会
の
主
莇
権
褄
翼
っ

た
。
▽
+九
日
、
二十
日
の両
旦
黒野
寮
の
開
蟹

祭
が
行
な
わ
れ来
客は
三百
人
に達
し
た
.
▽
二

十
二
日
「旦
騨基
本
条
約
」
の
正
式
調
印
に
反
対

す
る
府
学
迎緊
急
統
一行
勤
が
行
な
われ
約
干
人

が
参
加
し
た▽
二十
九日
全
国
工
教
続
一ス
ト
が

京
大
～
横
浜
国
大
、東
北
大
な
ど
を
中
心
に
行
な

わ
れた
.

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

学
舘
敷

地
最
絡
案
幽
る

♪
レ
〉
レ

慈
懸
器
轟
襲
翻
鮫夢
鷲

き
な
い
と
し
、来
年
度
の募
集
を
中
止
し
在
学
者

の
卒
業
ま
で
廉止
し
な
い。
卒
業
者
は
欠
員
補
充

の
形
で
工
学
部
絹
入
に
努
力す
る
と
いう
憲
向
を

踏
っ
た
▽
二
日
四+
年
展
前
半
期
初
の
C
自
治
委

員
会
が
開
かれ
、議
長
に主
流
派
松
崎
君
を
決
定

常
任
委員
の選
出を
行
った
。
こ
の
継
果
統
一派

十
人
、
主
流派
九天
で
C常
任
委
の
ヘゲ
モ
ニー

は
統
一派
が握
った
。
また
七
日の
C臼
治
委
員

会
で
は
「拙
学
連
に正
式代
表を
派
遡
し
ょ
つ」

と
い
う
G
委員
侵提
案
が
「全
学
蓮
にオ
プ
ザ
O

バ
ー
を
」
と
い
う
O
常
任
委
員
会提
案
と
とも
に

可
決
さ
れ
た
●
そ
の
後
、
◎
常
任
婚
の不
信任
案

が
出
ざ
れ
た
が
否
決
さ
れ
た▽
五
旦
厚
生
施
設
整

儒
委
員
会
と
学
生
側
の
協
議
会
が
教
養
字
鑓
に
関

ユ4

工
学
部
は
社
会

一
科
目
に

度
よ
り
百
人
た
ら
ず
ふえ
て
いる
。今

度
は
新
繰
程
で
の
最
初
の
入
試
で
ある

た
め
に
、
入
猷
要
項
に
多
少
の変
更
が

あ
る
.
願
書
を
受
理
の
期
間
は、
四十

一年
二
月
一日
(火
)
か
ら
二月
十
日

(水
)
の
午
後
5
時
ま
で
郵送
の
場合

も
、
同
時
動
ま
で
に
必
藏
の
こと
とな

って
い
る
。
入
学
者選
抜
方
法
は
学
力

試
験
と
健
康
診
断
と
調査
を資
料と
し

総
合
し
て
行
な
う
こ
と
に
な
って
いる

学
力
猷
験
の
実
施
期
日
は
三月
三
日～

四
日
、
五
日
で
五
日
の
午
後
健躍
診
断

が
あ
る
。
結
核
、
ト
ラ
コ
ー
マ
の
他

百
人
ほ
ど
定
員
増
加

の
皿症
者は
不
欝
格と
な
る
。
ま
た色

曹
、
高
度
の色
弱
壱
、
視
力
障醤
のは

なは
だし
い者
は
、
医
榮学
郡で
は
不

合
格
と
な
る
。試
験
科
目
は次
の通
り

で
ある
。

◎
理魁

物
理
B
、
化
学
B、
生
物

地
学
のう
ち
か
ら
2
科
目
選
択
。
た
だ

し
工学
都志
願
者
は
必
ず
物
理
B
と
化

学
Bを
選
択
。
な
お
地
学
選
択
者
に
は

選
択
し
た
他
の
科
目
の
追
加
間
題
を
余

分
に解
答
さ
せる
。
こ
の
場
合
、
地
学

を
七
五点
他
の科
目
を
一二五
点
と
す

る
。
(配
点は
二〇
〇
慮
満
慕。
た
だ

監2

鱒脚

し
、法
学
郎は
十
倍
に
して
計
算
し
、

δ
Q
暑
点
.
)

◎国
韻

現
代
国
踏
、
古
典
乙
工
と

す
る
。
(配
点
は
二〇
〇
嵐
澗
声
。
)

◎叡
単

科
目
に
細
分
せ
ず
に
出
題

鱒
脚認

囲

す
る
。
そ
の
範
図
は
次
の
通
り
と
す
る

新
教
胃
課
程
に
よ
る
尚
等
学
校
卒
巣
煮

で

環
科
系
学
部
(理
・医
・楽
・

工
・畷
学
部
)

志
綱
者
に
対
し
て
は

新
螺
程
の
数
学
工
、
数
学
皿、
捜
学
皿

工 学 郁

蜀科目数

2

1

3

2

曾曾o
脚

.

曾・,●U

愚

・・

1

よう
な
気
持
.
そ
の
荒
廃
が
あ
ら
ゆ
る

と
ころ
に感
じ
ら
れ
る.
▼
「戦
後
二

十
年
の日
本
の糟
禅
の
琶
史
の
な
か
で

ひ
と
つの
転
機
がき
た
。
」
(日
高
六

郎
睦展
望
一月
号
)
日
韓
条
約
強行
採

決
と
いう
ひ
と
つの
〃政
治
"を
こ
う

諭
評
する
のは
、
あ
る
いは
唐
突
か
も

【知
れ
な
い。
し
か
し
安
保
後
の
挫
折
の

よ
う
な
、
阻
止
でき
な
か
っ
た無
力
感

よ
りも
む
し
ろ
穿
在基
盤
がグ
ラ
グ
ラ

ゆ
れ
助
く
よ
う
な深
い感
動
をこ
う
衰

現
す
る
の
を
不
適
切
と
か
た
づ
け
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
。
▼
政治
は
人
閥
によ

っ
て
行
な
わ
れる
。そ
の限
り
で
は
人

為
で
あ
る
。し
か
し
政
治
は
ま
た人
為

を
超
超す
る
.
日韓
条
約
批
准
審
議
の

際
の
政治
(11鱗
会民
主
き
義
)
の貧

閑ほ
、戦
後
二+
年
の政
治
のそ
し
て

思
想
の必
然
の帰
結
と
す
る
な
ら
は
、

〃戦
後
に賭
け
た"
こ
と
の意
味と
は

一体
な
んだ
っ
た
ので
あ
ろ
う
か
.
葬

送
行進
曲
の沈
膨な
施律
の裏
に、
}

九
二
〇年
代
の相
対
的
安
定期
を
級
っ

τ
歴
器
豊

のギ
スギ
ろ

た盃

京
大
で
は
、
十
二
月
十
日
か
ら
四
十

一年
度
京
大
学
生
寡
集
竪
項
と
入
学
願

書
の
交
付
が
始
ま
った
。
来
年
度
の
募

集
人
員
は
、
二
千
三
百
四
人
で
四
十
年

馨轟集人員

200
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270
220

255
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80

880
140

茎20

135

80
go

35

40

20

50
40

40

30

20

40
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40
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工業化学科
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合成化学科

農 学 部 農 '学 科

欝巣工学科
林 学 科

農林経済㌻糾
臣去化学科
水産掌科

農林生物学科
林産工学科

計

甦
轟

・・

雛憲
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1旦

面/
丸

B

π
藷
ス

緬
ツ
ン

イ
ラ

英
ド
フ

外
国
晒

二
、
届
け
出
た
受
験
科
目
の
う
ち
外
}味
な
瞼り
を
聴く
の
は雛
者
だ
け
だろ

国
語
は
受
験
の
際
変
吏
で
き
な
い
。

}う
か
。
▼
「運
命
の
神
は
女
神
で
あ

る
。
だか
ら
これ
を
支
配
す
る
ため
に

三
、
工
学
部
志
願
者
は
、
入
掌
願
書

藩
籔
雛
踊
嚢
翻璽
譲
叢
切蕩
難

志
願
省
は
、
入
学
獺
書
に
馬
専
門
学
科

治
と
思
想
と
の歴
史
的
な
断
絶
を
乗
り

の
志
望
順
位
を
、
8
学
科
全
部
に
つ
い

こ
え
よ
う
とす
る
と
き
、
こ
のよ
う
な

て
明
詑
す
る
こ
と
.

オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
が
日
本
の
政
治
に
輿

大
学
入
学
資
格
検
定
の
合
格
者
は
そ

に
可
能
と
な
る
た
め
に
「対
抗
の根
拠

の
成
績
翫
明
書
を
調
査
轡
の
代
り
に
提

を
私
達
の
糟
神
の
内
郎
に鳥
い
わ
は
原

出
す
る
.

理
の
問
題
と
し
て
強
く
す
える
」
必
要

な
お
合
格
者
の
発
表
の
期
日
は
学
都

性
が
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
戦
後
二
十
年

に
ょ
って
異
な
る
が
蔓
月
二
十
日
(日)
の
翼
価
は
す
で
に
マ
ナ
イ
タ
に
乗
っ
て

ま
で
に
各
宇
部
の
掲
「小場
に
発
表
し
、

い
る
。
そ
し
て
、
す
恐
に
μ冬
"
は
進

同
時
に
本
人
に
通
知
す
る
。

行
し
て
い
る
。
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全
国

で

ベ

ス
ト
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ラ
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〈毎
B
新
聞
調
へ
v

■
ノ
ー

ベ
ル
賞
に
輝
く

朝
永
博
士

の
名
著
を
座
右

に

朝
永
振
一郎
著

晶弘文堂

R
6
新
販
¥
三
入
O

「鯵
日
爺
聞
」推
黄
!
最
先
端
の
物
理
学

が
叢
く
世
界
像
を
へ
数
式
ぬ
乱
で
つ

づ
つ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
敦
養
書
で
あ
る
●

「適
祠
覇
日
」推
黄
/
零
書
に
は
、
名
作

「驚
子
の
義
鞘
」
が
あ
る
.

「中
臭
公
諭
」揃
費
/
董
子
力
学
の
量
界

を
学
生
向
け
に
典
瞭
傑
く
蹴
く
.
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自

×
×
×

(中
断
)
そ
の
時

そ

し

て

初
め
王
シ
ョ
ナ

x
x
x

刀
ズ
ム
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
問
題
が
間
題
と
な
って
く
る
.

そ
う
い
う
意
味
ぐ

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
、
ナ
シ
ョナ
ル
な
問
題
が
思
想
の
問

題
と
し
て
提
起
さ
れ
得
る
の
で
あ
り
、

私
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
、
ナ
シ
ョナ
ル
な
間
題
を
な
ぜ
考

え
ざ
る
を
得
な
い
か
と
い
う
本質
的間

題
が
惇
在
す
る
と
考
え
る
わ
け
であ

る
.上

山
春
平
の
私
の
ζ
と
を
とり
あ
げ

た
融
文
が
あ
る
が
そ
の齢
文
に
よれ

ば
、
私
は
日
本
の
土
着
的
なも
の
にこ

だ
わ
り
、
そ
こ
に
密
糖
し
、ウ
ェイ
ト

馨

思
想
の
課
題
を置
く
と
いう

ふ
う
に
韻
解
さ
れ
て
い
る
。
それ
は
そ

う
で
は
な
～

一た
ぴ
世界
の下
の
糟

神
的
幻
想
性
の
水
準
に
ま
で越
え
て
い

った
、
つ
ま
り
、
ナ
シ
ョナ
ル
な
幻
懇

の
共
澗
性
を
越
え
て
い
っ
たそ
う
いう

所
か
ら
逆
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ルな
大衆
の

基
撃
、
+唇
着
的
な
基
墨
に入
って
い

く
過
糧
と
い
う
も
の
を私
達は
ナ
シ

ョ
ナ
ル
な
も
の
と
考
える
の
こあ
る
.

(こ
の
よ
う
な
所
は
解釈
の仕
方
が

遠
い
、
理
解
の
仕
方
が遣
う
のさ
あ

る
.
)
そ
う
い
う
面
題
が
生じ
た
時
初

め
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
益
鑑
霜笙
裏
恥て

き
そ
れ
が
お
そ
ら
く
現
径
の状
況
の
方

e
様
々
な
形
で騰
議
さ
れ
て
いる
ナ
シ

望
ナ
萎

の
閥
顯
ζ
か耗

化
の
閲

題
と
か
ご
論
じ
ら
れ
るも
の
な
の
恐
あ

る
。ま
た
文
学
の分
野
こも
再
検
討
の

'●● ●・9.、;士

。

1口1

8.・曹・.●・℃

1本,

気
還
と
い
う
も
の
が
春
仕
して
いる
わ

け
だ
け
れ
ど
も
、根
本
にあ
る
聞
題
は

以
上
述
べ
て
き
た
事
に饗
約
さ
れ
る
.

x
×
×

は
何
故
世
界
の
非

そ

れ

で

常
髭

進
的
耶

x
x
x
分
、
謬

ロ

ツキ
ー
流
の世
昇
革
命
論
で
いえ
は
、

問
題
が、
既
に
世
界
最
高
の
水
準
に
あ

る国
家
に
お
いて
は
経
済
的
あ
る
い
は

籠

思
鵠
甜
隠
順が
最
皇
本

的
な
も
の
と
な
る
か
と
い
う
、
そ
う
い

う
よ
う
な
と
ζ
うで
問
題
が
終
ら
な
い

で
再
び
元
に
幻
想
と
し
て
屡
って
く
る

と
い
う
の
は
、
個

の々
国
家
主
権
の
も

と
に
あ
る
天衆
の
意
触
の
核
の
よ
う
な

も
の
を
、
捉
え
る
と
い
う
こ
と
が
思
想

の
謀
題
に
な
り
得
る
か
と
い
う
こ
と
が

問
題
に
な
って
く
る
か
ら
ご
あ
る
。
だ

か
ら
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
な
ぜ
そ
う
い

も

う
よ
う
な
観
点
が
で
て
き
た
か
と
い
え

穫

碧

程
葎

験
的
な
暴

に
響

し
て
く
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
明
治

維
新
当
時
に
英
國
の
外
交
冒
で
あ
っ
た

ア
ー
ネ
ス
ト
・佐
藤
と
い
う
人
の
書
い

た
も
の
を
読
ん
ご
み
る
と
、
英
囹
は
割

倉
うま
く
日
本
の
幕
来
か
ら
明
治
に
か

け
て
の
塵
乱
の
過
程
婆

て
い
る
.

そ
の
場
含
ど
う
い
う
所
が
縢
日
い
か
と

い
え
は
、
箋

と
い
う
の
は
幕
末

 に
お
い
て
は
幕
府
に
存
在
ず
る
が
しか

ら
し
、
轄
札
的
撤
力
や
宗
教
的
権
力
と
い

う
も
の
は
京
都
に
存
在
す
る
ら
し
い
と

い
う
、
っ
ま
り
政
治
権
力
と
儀租
的
糧

力
存
在
の
分
離
し
た
面
妙
な
形
を
よ
く

鴬
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

δ囑四・o●o、1隆
、●■騨,,●o
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か
と
い
う
洞
察
を
持
ち
な
が
ら
、
薩
摩

や
長
州
と
手
鷺
帽ん
だ
り
す
る
の
ご
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
は
そ
う
で
は
な
飛

政

治
糎
力
は
徳
川
幕
冊
に
存
在
す
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
終
る
.
こ
の
意
織
の
相

違
が
お
そ
ら
く
フ
ラ
ン
ス
の
ま
ずさ

と
、
蓉
国
の
う
ま
さ
の
遠
い
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
え
る
。レ
か
レこ

れ
は
私達
が
体験
思
想と
し
て
例
え
ば

戦
鍵
験
で
も
岡
じ
よう
に
いえ
る
.

す
な
わ
ち天
慰
制
と
いう
やつ
は
何
と

も
奇
妙な
存
在
で
そ
れ
目
体
が
英
質
的
一

×
X
×
x

解
き
に
く
い

そ

う

い
う

問
題
を
本
当

×
X
X
X

の
意
味
で
解

く
と
い
う
課
題
は
朱
だ
に
完
全
に
は
行

な
わ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
う
い
う
問
題

を
体
験
思
想
と
し
て
取
り
出
し
て
見
た

場
命
例
え
ば
戦
争
な
ら
戦
争
自
体
を
一

応
受
け
入
れ
な
が
ら
内
面
的
問
題
と
し

て
昆
雫
主
鑛
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想

を
保
持
し
て
い
た
と
い
う
二
霊
の
体
験

噛
持
った
戦
後
民
主
主
義
を
考
え
る
と

西
欧
の
民
主
主
義
者
の
最
良
の
部
分
は

生
命
を
落
し
て
も
民
主
主
義
を
守
る
と

い
う
戦
闘
的
な
民
主
‡
義
者
と
し
て
戦

争
を
坦
過
し
い
る
が
、
そ
れ
に対
し
て

日
本
の
民
主
主
農
者は
内
心で
民
主
⊥

繭
を
考
え
な
が
ら現
実
には
戦
争
そ
の

もの
に自
か
らも
参
加
す
る
と
いう
二

窟性
し
か
持
ち
得
な
か
った
の
で
あ
っ

た
。僕
等
は
戦
鱗は
大
いに
や
れ
、
あ

く
ま
でや
れ
為
徹
底
的
に
や
れ
と
い
う

方
だ
った
け
れ
ど
、
変
な
フ
ァ
ッシ
ズ

ム
の
よ
う
准も
の
は
下
ら
な
い
も
の
だ

と
当
時
で
も
思
って
は
い
た
.
レ
か
し

純
護

ζ
レて
、
天
艦
は
神
で
あ
る

か
、
人
で
あ
る
か
な
ど
と
い
う
乙
と
は

ど
う
ご
も
よ
い
が
、
け
れ
ど
も
自
己
救

済
の
宗
敦
的
象
徴
と
し
て
の
天
勘
と
い

か
れ
な
か
っ
た
わけ
で
あ
る
。
そ
う
い

う
体
験
か
ら
考
え
て
も
、ま
た
日
本
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の体
鹸
(例え
ば
丸
山
真

男
の
体験
)
、戦
争
のく
ぐ
り
方
の
体

験
と
い
う
よ
う
なも
のを
詣
え
て
も
や

は
り
、そ
う
い
うも
のが
単
に民
主
主

義
と
い
う観
念
で
世界
普
遷
性
と
し
て

通
過
し
てし
ま
う
ので
あ
り
、
あ
る
い

はブ
ルシ
ョワ
民
主
壬義
、
或
い
は
プ

ロ
レ
タリ
ソ
民
主
す
義
、
人
民
民
主
主

義
と
いう
形む
世
界
普
逓
性
ぐ
あ
る
か

の
よう
にそ
れ
自
体
が
考
え
ら
れ
る
限

り
、
そ
の
実
体
構
遣
を
付
与
す
る
こ
と

がで
き
な
いと
い
う
問
題
が
で
て
く
る

のだ
。
そ
の
実
体
構
造
が
付
け
ら
れ
な

いと
いう
課
題
は
戦
後
私
達
が
体
験
思

想
と
し
て
も
ど
う
し
て
も
解
か
な
く
て

は
い
け
な
い
と
考
・氏て
き
な
わ
け
で
あ

る
。×

×
××
×

考
え
て

こ
の

よ
う

に

来
て
み

×
x
x
x
x

る
ζ

単
に
世
界
の
最
高
の
幻
想
林
の
水
填
に

移
行
す
る
と
い
う
こ
と
が
イ
ンタ
ーナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
では
な
～
同

時
に
思
想
の問
題
で
も
な
い
の
で
あ

る
。
そ
こか
ら
逆
に国
駅
権
力
の
下
に

自
己
慧識
と
し
て
も
国
家
権
力
の
水
準

需
饗
臨
難
蕪
翻

噂問
題
が
俘
位し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一駁親

霧

㎜

一は
何
獄の
か
と
い
う
間
題
が
残
る
、
そ

こ
で
も
瓶
過
程
と
い
う
も
の
は
ま
磐
知

的
な
ま
昇
を
遂
げ
な
い
存
在
で
あ
り
、

自
己
の
生
酒
に
ま
つ
わ
る
思
想
し
か
考

え
ず
、
ま
た
國
象
樵
力
が
ど
つな
っ
て
}

い
る
か
な
ど
は
あ
ま
り
考
え
な
い
、
し

か
し
税
金
を
い
く
ら
納
め
る
へ
し
と
い

う
よ
う
な
場
合
、
即
ち
自
分
の
牛
活
ま

た
は
生
活
思
想
に
接
触
し
て
く
る
限
り

に
お
い
て
の
み
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え

る
が
、
常
に
は
考
え
な
い
も
の
と
す
る

と
、
こ
う
い
う
大
衆
が
知
識
的
な
、
あ

る
い
は
啓
蒙
的
な
意
昧
蓉
目
覚め
、
知

的
な
過
程
に
上
昇
し
て
い
く
と
か、
ま

た
外
部
か
ら
口
界
の
最漏
課
餓
の
水
準

で
い
え
は
こう
で
あ
る
と
いう
よ
男
な

こと
を
与
え
て
い
く
と
大
衆
が知
的
に

上
昇
す
る
と
いう
考
え
方
と
か
は
あ
ま

り
思
想
の
問
題
に
な
ら
な
い
●
大
衆
と

い
う
も
の
は
だ
んだ
ん
知
識
人
化
し
て

い
く
わ
け
だ
し将
来、
知
識
人と
大
衆

と
の
区
別
は
あ
ま
り
なく
な
って
し
ま

戦
後
民
主
々
義
の
欠
陥

な
繁
橿
力
のオ
刈ル
マイ
.ブイ
で
あ

る
と
亭
λる
と
、
そ
こで
は
解
け
な
い

問
題
が出
てき
た
り
、
戴
いは
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
(つま
り
ト
ロ
ッキ
ス
ト
諸
君

が
言
って
いる
溝
ナ
パ
ル
テ
イ
ズ
ム
的

な
)観
点
を
と
る
と
そ
こで
も
解
け
な

い
問
題が
出て
く
る
。
そ
し
て
半
封
嬬

的
な
貫
渠を
使
用
し
た
り
し
て
余
り
も

のを
ど
ん
ど
ん
整
遭
し
た
り
ず
る
方
法

が
でて
く
る
わ
け
ご
、
こ
の
よ
う
な
何

か
奇妙
で
解
け
な
い
間
題
が
あ
る
わ
け

であ
る
。

綿
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…
思
想
的
視
点
か
ら
の
民
…

…
主
々
義
体
験
の
多
様
性

…

ろ
観
嵐
を
持
って
い
た
右
翼
的
愚
想
に

は
非
常
に
魅
力
が
あ
った
6
い
い
か
え

る
な
ら
ば
天
量
自
体
は
ど
う
で
も
よ
い

が
い
つ
命
を
失
う
か
分
ら
な
い
と
い
う

自
己
が
戦
争
の
中
で
、
何
を
以
て
何
の

ノ

た
め
河
を
支
え
に
戦
争
を
す
る
か
と
い

う
、
自
己
意
識
に
お
け
る
至
上
物
と
し

て
の
天
騒
制
を
提
起
し
た
思
想
に
魅
か

れ
た
の
で
った
.
だ
が
天
艦
フ
ァ
ノ
シ

ズ
ム
(ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
を
ま
ね
た
、
た

と
え
ば
中
野
正
嗣
の
さ
つな
社
会
フ
ァ

シ
ス
ト
)
と
い
つも
の
に
は
あ
ま
り
魅

興輔l°}
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無
限
の
宮
は
御
身
の
も
の
費
は
な

い
、
辛
抱
つ
よ
い
う
す
撒
い
母

な
る
土
よ
/

御
身
は
御
身
の
子
ら
の
口
を
充
そ

う
と

し
て

苔
労

す
るが、

糟
は
いた
って
乏
し
い
・i

永
年の
あ
いだ
御
身
の
絵
具
と

唄
と
で
働
い
て
い
る
そ
れ
で
も

御
身
の
王
国
は
ま
だ
簗
か
れ
て

は
い
な
い
、
た
だ
そ
の
悲
し
い

下
図
だ
け
で
あ
る
。
…
(「タ

ゴ
ー
ル
詩
集
」
よ
り
山
寮
静
訳
)

「苦
悩
す
る
イ
ン
ド
」
「イ
ン
ド

は
も
だ
え
る
」
マ
・:」
ー
イ
ン
ド

か
ら
日
本
の
ボ
ク
ら
に
伝
え
ら
れ
て

く
る
数
々
の
作
文
に
冠
せ
ら
れ
る
こ

れ
ら
の
コ
ト
バ
が
、
ベ
ン
ガ
ル
湾や

雨
シ
ナ
海
を
超
え
て
ボ
ク
ら
の目
に

達
す
る
と
き
、
す
で
に
フワ
フ
ワ
と

浮
く
軽
い
も
の
に
変
色
し
てし
ま
っ

て
い
る
の
は
仕
方
の
な
い
こ
とな
の

だ
ろ
う
か
…
.
「コ
ト
バ」
以上
の

現
笑
を
眼
の
あ
た
り
にす
る
と
き
ボ

ク
は
あ
らゆ
る
散
文
の可
能
性
を
杏

定し
そ
う
にな
って
仕
方
が
な
い
.

こ
の
イ

ン
ド
の

記
録
の

始
め
の

タ
ゴ
ー

ル
の
詩

は
ボ
ク

ら
を
わ

ず
か
な

友
ゴ
ー
ル
の
詩
を
ボ
ク
に
教え
た

の
は
、
マ
サ
チ
」
セ
ソ
ツ
工科
大
学

の
イ
ン
芙

留
学
生
マ
ヘシ
ュだ
っ

が
つ
け
加
え
た
。ボ
ク
は
こ
れ
も
俳

句
だ
と
言
っ
た
。ボ
ク
が彼
の
失
恋

を
共
に
悲
し
む
の
に
〃季
語
"
な
ぞ

は婁
らな
い
ごは
な
いか
/

さ
て
俳
句
の
こと
は
ど
う
で
も
い

い
の
こあ
る
。イ
ン
犬

の
彼
は
タ

ゴ
ー
ル
を
英語
で
塒
ん
で
いた
。
あ

い
に
く
か
の詩
人
は
作
品
の
ほ
と
ん

ど
を
ペ
ンガ
ル
語
で
そし
て
ほ
ん
の

一部
を英
語
で
書
いて
いた
の
で
あ

る
。あ
いに
く
と
彼
の
地
方
の
マラ

Uテ
ィ語
で
は
な
いの
だ
.
人
ロ
四

憶
の
イ
ン
ド
人
が
憲
法
で
認
め
ら
れ

た
十
四
種
の
言
藷
の
ほ
か
七
百
租
余

の
コ
ト
バ
を
し
ゃ
べ
る
と
い
って
も

こ
の
場
含
の
「人
々
」
と
い
う
コ
ト

バ
の
中
に
一般
大
衆
が
参
加
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
て
い
な
い
.
英
語
力
の

あ
る
「人
々
」
は天
口
の
約
一%
、

話
せ
る
「人
々
」
で
も
せ
い
ぜ
い
数

%
と
い
う
.
イ
ン
ド
で
は
確
か
に
日

本
と
反
対
で
英
語
の
で
き
る
ヤ
ツ
ほ

ど
イ
ン
テ
リ
ご
あ
る
と
言
え
る
わ
け

で
、
英
謂
で
イ
ン
ド
の
大
衆
に
ふ
れ

る
こ
と
は
所
栓
「英
語
的
に
」
そ
れ

に
触
れ
る
に
す
ぎ
な
い
.

今
い
っ
た
こ
とは
ニ
ー
の意
味
に

お
い
て

一つ
は
、
本
当
の
愈
味

現
実
的
『対
話
の
不
可
能
』

錯
宗
す
る
十
四
種
の
国
定
地
方
誘

た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
ボ
ク
の親
友
だ

っ
た
彼
は
岡
時
に
熱烈
な
「ジ
ァパ

ニ
ー。
ズ
・ハ
イ
ク
」
(俳
句
)
の
愛

好
者
だ
っ
た
。英
語
と
日
本
語
か
ら

な
る
ハ
イ
ク
のレ
コ
ー
ド
を
聞
い

て
、
果
た
し
てそ
の境
地
が
理
解
で

き
る
か
否か
が
マ
ヘシ
凶と
、
ボ
ク

の
家
放
の
どル
と
の
ての
日
の
関
心

ご
と
だ
った
。
二人
の
顔
が
歓
喜
に

燃
え
る
瞬
聞
を
ボ
ク
は
楽
し
ん
だ
。

数
日た
って
マ
ヘシ
ュが
甘
った
.

「セ
ツ
、
ボ
ク
は
つ
い
に
ハイ
ク
を

作
った
よ
、
聞
いて
く
れ
」
…
ピ8

ぼ
亘
冊
δ

昏
●
●噂冒
同゚
薯
9
「

『昏
剛夏
w
一8
ゆ
ー

ζ
れも
ハ

イ
クだ
ろ
う
」
「彼
は
今
日
はプ
ル

O
・デ
ー
な
の
さ

傍
で
ベ
ッ
ツ
ィ

り
の
コト
バ
を
内
包
し
て
い
る
イ
ン

ド
で
は
タ
ゴ
ー
ル
を
マラ
ー
テ
ィ
膳

で
読
め
な
い
こ
と
は
、
お
よ
そ
黙
殺

さ
れ
る
程
度
の
〃不
便
"
か
も
知
れ

な
い
。
文
学
自
体
一股
民
衆
で
読
む

者
は
少
な
い
。
ボ
ク
は
こ
の
作
文
の

冒
頭
で
敵
文
の
不
可
能
性
を
考
え
て

い
た
の
だ
が
、
も
し
「コ
ト
バ
の不

可
能
性
」
を
言
う
と
し
た
ら
、そ
の

考
え
得
る
限
り
の
「不
可
能
性
」
を

こ
の
田
が
負
っ
て
い
る
と唇
っ
ても

過
書
で
は
な
い
。今
はそ
の幾
つか

を
考
え
て
み
よ
う
。鯖
線
す
る
欝
語

は
対語
の不
可
能
を招
い
て
いる
の

だ
。
マ
ヘシ
4
君は
ニ
ェ
ーデ
リ
ー

出
身
の友
人
と
イ
ギ
リ
ス
の
コト
バ

で
の
み
お話
がで
き
る
。
そ
し
て
他

の
コ
ト
バ
の不
便
さ
に
お
い
て
。

公
用
藷
と
し
て
「天
下御
免
」
の
は

ず
の
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
でさ
え
こ
の
制

御
を
免
かれ
な
い。
国
民
文学
、
大

衆
文
学
だ
の
を
賠
る
に
はさ
ら
に勇

気
が
い
る
。
こ
こで
い
う
コト
バ
と

は、
日本
と
途
って
理
屈
ヌ
キ
、
か

っ
こ
ヌヰ
の
コト
バ
で
あ
る
。日
本

へ
帰
ると
、
イ
ン
テ
リ
の御
仁
た
ち

が
「現代
にお
いて
〃対
話
"
は
可

能
か
?
」
と
か
「現
代
の
流
動
化
す

る
思
想
状
況
の
下
で
真
の
意
味
の
〃

対
話
"
は
お
ろ
か
〃コ
ト
バ
4
さ
え

見
出
し
難
い
」
と
が
「
〃コ
ト
バ
"

の
氾
濫
に
よ
る
疎
外
」
に
つ
い
て
、

ケ
ン
ケ
ン
ガ
ク
ガ
ク
と
な
って
い
る

様
相
に
戸
惑
う
の
は
ボ
ク
だ
け
で
は

あ
る
ま
い
.

いま
ひと
つは
、
イ
ン
ナ
リ
(1ー

金
叢
園級
、
こ
の等
式
は
イ
ン
ド
で

は
ほ
ぼ正
し
い)
が
大
衆
と
会
話
を

かわ
さ
な
い
こと
に
お
いて
皿
要
で

あ
る.
たζ
乳は
書
は
イ
ン
ド
さ
次

の
よ
うな
光賛
に毎
日
出く
わ
す
だ

ろ
う
.自
分
に手
が伸
びる
.
これ

は
イ
ンド
の
大衆
(と
あえ
て
言
お

ろ
)
が
看
たち
に金
を
要
求
し
て
い

る
の
だ
.
あ
る女
は
乳
の
み
子
を
抱

い
たレ
プ
ラ
患
者で
あり
、
あ
る

男は
終
日
天
を
向
いて
いる
僧
侶
か

も知
れな
い。
それ
で
君
は
「大
い

なる
同
槽
を
も
って
」
彼
ら
に
何
が

画 し
か
の
金
品
を
与
え
る
.

と
いう
の
は
彼
ら
が
同
情

に
ふ
さ
わ
し
い理
由
を
持

って
いる
と
「推
量
す

る
」
に
他
な
いか
ら
た
。

と
いう
の
は
彼
ら
は
英
譜
を
話
す
階

級
(つま
り
イ
ン
テ
リ
)
で
は
な
い

し
、
た
と
え
土
語
を
話
す
と
し
て

も
、
彼
ら
が
低
いカ
ー
ス
ト
も
し
く

は
ア
ン
タ
ソチ
ャブ
ル
6小可
触
賎

民
)
な
ら
は
、
決
し
て
イ
ン
テ
リ
に

は
話
し
か
け
な
い
か
ら
だ
。
こ
の
場

合
大
衆
と
イ
ン
テ
リ
の
間
に
か
わ
さ

れ
る
の
は
、
会
話
ヌ
キ
の
パ
ン
ト
・

マイ
ム
だ
。
そ
れ
も
た
だ
物
乞
い
の

パ
ン
ト
・タ
イ
ム
/
単
な
る
悲
劇
と

化
す
る
の
は
や
め
に
し
ょ
う
,
日
本

の
イ
ン
テ
リ
な
ら
さ
し
ず
め
こ
う
言

う
。
少
な
く
と
も
わ
が
京
大
U
月
祭

な
ら
こ
う
だ
った
。
「い
や
待
て
よ

〃太
衆
"
とほ
何
だ
?
」
「自
己
の

体
験
か
ら
の
み
思
想
形
成
に
出
発
す

る
旅
人
だ
」

(長
)

を
趨
え
な
い
。
或
いは
そ
れ
よ
り
も
低

い
水
準
でし
か
幻
想性
と
し
て
し
か
考

え
ら
れ
な
い
と
い
う大
衆
の
意
識
の
核

に
再
び回
帰
し
、把
握
す
る
と
いう
こ

と
が
思
想
の
課
題
であ
り
、そ
こ
さ
、生

じ
、
解
か
れね
ば
彪ら
な
い閲
題
が
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の閥
題
と
いえ
る
.
戦

後
二
十
年
の
様
な々
運
動
、文
掌
、芸
術

な
ど
が
蕎
し
ある
意
味
で
不
毛
ご
あ
る

と
す
る
な
ら
は
、
そし
て
現
在
そ
れ
ら

は
全
て
終
り
、
しか
し
終
った
が
故
に

ま
た
始
ま
り
で
ある
と
いう
ふ
う
に
始

ま
り
自
体
が
ど
こ
にあ
る
のか
わ
か
ら

ず
、
そ
れ
なら
は過
去を
検
討
し
て
過

去
か
ら
次
々
に
石
を積
み
重
ね
る
よ
う

に
積
み
重
ね
て
現
在
を考
え
て
み
よ
う

と
い
う
試
み
が盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い

る
現
状
を
鋭敏
な状
況
感
電
と
鳶
え
る

な
ら
は、
や
は
り
そ
う
いう
問
題
を
提

、乏

隔
、玉

・
、

、芯
、

や
7

く
く

5

野 闘 氏
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う
と
い
う
こ
と
も
ある
か
も
し
れ
な
い

の
だ
.
だ
か
ら
そ
う
い
う
所
に
講え
る

べき
思
想
の
、
本
質
的
間
題
は
な
い
.

む
し
ろ
生
活
過
程
に
ま
つ
わ
る
事
し
か

主
更
な
関
心
嘉
と
は
な
ら
な
い
と
い
う

大
衆
の
意
諭
自
体
を
そ
の
ま
ま
の
形
で

下
降
さ
せ
、
深
化
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が

大
衆
に
と
って
の
思
綿
の
螺
題
と
な
る

の
で
あ
る
.
そ
し
て
漂
化
さ
せ
ら
れ
た

場
倉
に
は
観
ズ
と
は
決
定
的
に
背
反

し
て
い
く
の
で
、
例
え
は
知
議
人
が
平

和
は
大
切
だ
ど
い
っ
た
とし
て
も
天
衆

は
平
和
が
大
切
だ
と
い
う
ふ
う
に
壷
課

さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
平
和
は
大

切
だ
と
知
議
人
は
實
っ
た
、
レ
か
し大

衆
自
身
は
生
活
の
現
実
で
ぷ
っ
か
る
こ

と
の
深
化
を
さ
せ
て
い
く
(イ
メ
ー
ジ

で
言
え
ば
逆
方
向
で
考
5ぞ
い
く
)
と

い
う
箪
が
港
え
ら
れ
るわ
け
で
あ
る
。

1

変
て
こり
んな
イ
デ
オ
ロ
ーグ
が
大
衆

の
所
に
行
き
戦
争
を
煽
っ
たり
、
安
直

な
平
和
理
念
を
説
く
と
い
う
こと
に対

し
て
大
衆
が
見
向
き
もし
な
い
と
いう

と
き
、
見
向
き
も
し
な
い
と
い
う
こと

は
単
に
無
関
心
と
い
う
こと
で
は
な

く
、
そ
れ
に
対
応
す
る
よ
うに
、
或
は

対
置
す
る
よ
う
に
自
d
思
想と
い
うも

の
が
ど
ん
ど
ん
深
化ざ
れ
て
いく
形
と

し
て
あ
る
の
で
あ
っ
て、
この
よ
う
な

形
が
出
て
く
る
時
、
時代
の支
配
者
の

確
肱
換
と
い
う
も
の
に大
衆
自
体
が
決

し
て
動
か
な
い、
動
かな
いと
いう
も

の

の
だ
け
で
な
く動
か
な
い
こと
が
思
想

化
さ
れ
る
と
い
う
課
題が
生
ま
れ
て
く

る
.
そ
う
い
う
こ
と
が大
衆
ナ
シ
ョナ

リ
ズ
ム
と
い
え
る
の
であ
って
、
ま
た

大
衆
が
大
衆
と
し
て
の思
想
を
持
つと

い
う
こ
とが
ど
う
いう
こと
な
の
か
と

い
う
聞
厘
の橿
本
が
出て
く
る
と
思
わ

れ
る
の
で
ある
.そ
う
いう
8
が
知

臓
人
や
大衆
と
い
うも
の
思
想
的
謀
題

とな
っ
てく
る
ので
あ
る
◎

x
x
x

考
え
て
い
る
ナ
シ

私
達

が

・婁

ム
と
い

 x
x
x
う
も
の
は
そ
の
よ

う
な
も
のと
し
て
存
在し
て
い
る
k

そ
う
考
えら
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方

は
様

な々
ナ
シ
ョナ
リ
ズ
ム
醗
議
の
中

で
異質
な
も
の
と
な
る
わ
け
だ
が
、
ど

う
し
て
も
ナ
シ
ョナ
リ
ズ
ム
の
問
題
を

考
え
ざ
る
を
得
鷲
いと
す
れ
ば
そ
う
い

うも
の
にな
って
く
る
。
だ
か
ら
そ
う

いう
問
題
は
相
当
、
普
趨
化
す
る
こ
と

が
で
き
る
。例
え
ば
A.の
反
対
制
運
動

と
いう
も
のが
いず
れ
に
し
ろ
、
社
会

主
義
圏
と
資
本
主
義
團
の
経
済
的
、
軍

事
的
、
政
治
的
対
立
を
固
定
化
す
る
こ

と
に
しか
役
だた
ず
、
ま
た
役
だ
つ
ば

か
り
か
、
そ
の
固
定
化
を
一方
の
側
か

ら
強
化
す
る
と
いう
保
守
的
な
も
の
に

と
って
は
、
一方
の側
"
進
歩
的
な
側

を
そ
れ
ぞ
れ
固
題
強
化
す
る
と
い
う
よ

う
な
形
し
か
と
れ
な
い
.
そ
の
よ
う
な

も
の
に
対
す
る
強
力
な
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

は
や
は
り
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
出
て

く
る
の
で
あ
り
、
私
達
が
ナ
シ
ョナ
リ

ズ
ム
と
い
う
場
合
に
そ
う
い
う
こと
を

意
昧
す
る
の
で
あ
る
。
た
から
現
在
反

体
制
と
い
う
形
で
とら
れ
て
いる
運
動

の諭
理
は
、い
わ
ば
二
重
性
の
論
理
、つ

ま
り
戦
蛋
自
体
を
内
在
的
には
あ
ま
り

詐
歌
し
たり
迎
含し
たり
し
な
か
った

にも
か
か
わ
ら
ず
現
実
的
には
戦
争
に

参
加
し
自
分
があ
る
場
合
には
殺
裂
看

で
あ
った
と
いう
二重
性
も
踏
ま
λ
た

論
理
て
あ
る
か
ら
、
そ
う
い
う
感
蛛
ご

そ
れ
を
煙
解
し
な
い
と
何
か
た
ぶ
ら
か

さ
れ
る
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
と
思
つ。

そ
の
よ
う
な
人
達
に
は
民
セ
雫
義
と
い

う
言
粟
が
あ
る
と
民
主
毛
義
と
い
う
買

葉
は
万
国
共
通
に
襟
在
す
る
署
龍
と
し

て
し
か
存
在
し
て
い
な
い
わ
け
ご
、
し

か
し
そ
の
民
主
主
義
と
い
う
も
の
が
ど

う
い
う
よ
う
な
体
験
を
経
た
の
か
、
っ

ま
り
個
友の
国
家
権
力
の
下
で
ど
の
よ

う
な
体
験
を
経
た
の
か
と
い
う
よ
う
な

問
題
に
な
って
く
る
と
、
そ
の
民
t
上

義
な
る
も
の
の
実
体
は
多
種
多
様
で
あ

り
、
様
々
で
あ
った
わ
け
だ
し
、
あ
り

得
る
わ
け
な
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
間

題
を
思
想
の
問
題
と
し
て
く
り
こ
む
こ

と
は
何
も
や
ら
な
い
し
、
ま
た
く
り
こ

む
方
法
を
も
持
た
な
い
と
い
う
の
が
戦

後
民
王
主
義
の
最
大
の
欠
陥
ご
あ
る
だ

ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
.
そ
し
て
言

が
あ
る
意
味
で
日
本
革
甜
思
想
の
欠
陥

で
あ
る
の
だ
と
思
う
。
こ
う
い
一つ
所
で

はプ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
、
或
い
は
階
級

鵬

.

°
.""°".漏

と
い
え
は
そ
れ
は
普
通
概
念
と
し
て
ど

こ
さ
も
通
用
す
る
と
い
う
よ
う
に
し
て

し
か
篠
仁
レ
な
い
の
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ァ
ー
ト
や
階
級
が
国
家
橿
力
の
下
σ
ど

う
い
う
体
験
を
経
て
、
ど
う
り
つ実
体

と
な
って
い
る
か
と
り
つ
問
題
が
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
や
階
級
概
念
そ
れ
自身

に
与
え
ら
れ
な
い
隈
り
有
効
牲
、僧持
ち

得
な
い
だ聴
う
と
い
う
こ
と
は
同
様
に

い
い
得
る
の
で
あ
る
.

×
X

現
在
相
当が而
官
っ
て
い

私

は

言

墾

、禦

豊

×
X

ち
の
原
因
と
い
う
もの

は
少
し
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
とな

の
費
あ
る
。
(中
断
)
プ
ロ
レ
タη
ア

ー
ト
や
階
級
と
い
う
概
念
が
ど
う
い
う

体
験
を
経
て
き
た
か
、
或
い
はデ
モク

ラ
シ
ー
と
い
う概
念
が
ど
う
い
う
体験

を
級
て
き
た
か
と
い
う
よ
うな
問
題
を

籍
察
する
こ
と
が
思
想
の間
題
とな

り
、
私
が
嶺
五
て
い
る
惣駄
のナ
シ
ョ

ナリ
ズ
ム
の
問
題
の
基本
とな
って
く

る
の
こ
あ
る
.
こ
れ
は様

な々
分
野
に

わ
た
っ
て
様
々
な
問
題
に
つ
いて
異
体

的
に
研
究
する
こ
と
も
で
き
る
と
思
'つ

が
、
私
が
い
い
た
い
こ
と
、
ま
た
いい

得
れ
はと
思
うこ
と
は
基
本
的
には
以

卜
詑
し
た
こ
とが
ら

に尽
さ
る
と
思

う
.
(廷
裂
)先

週
月
告
本
降
明
氏
講

團
演
録
の
記
事
中
、
以
下

一▼
六
段
五
行

男「▼
八
股
=
ハ
打

▼
九
段
二
一行

▼
九
段
一一四
行

▼
十
段
三
二
行

な
落
食

のよ
う
な
調
櫨
、
脱
芋
が
あ
り
ま
し
た

の
で
次
の
よ
う
に
酊
正
い
た
し
ま
す
。

▼
一段
二
行

花
田
晴
輝
↓
花
田
溝
輝

一▼
=段
三
七
行

つ
ま
り
感
性
的
自
然

を
信
じ
な
い
と
い
ろ
緻
底
し
た
↓
つ
ま

り
感
想
的
自
然
を
信
じ
、
あ
と
は
悟
し

な
い
と
い
う
徹
底
し
た
。

▼
三
段
終
行

西
独
墨
西
欧

▼
四
段
一行

日
本
文
化
圏
↓
日
本
は

文
化
圏

▼
四
段
二
八
行

外
来
の
も
の
と
の
府

立
↓
外
来
の
も
の
と
の
対
立

の

▼
バ
股
二
行

し
か
な
い
と
↓
し
な
い

と▼
六
段
五
行

日
本
前
期
の
社
会
生
活

↓
臼
本
の
現
実
の
社
会
牛
活

「

丸
山
肖
男
↓
丸
山
真

序
々
に
↓
橡
々
に

世
界
史
↓
世
界
的

連
入
↓
べ
述

様
灯
は
落
者
レ
械
々

な
お
先
週
場
に
掲
載
し
た
轡
評
に
、

翻
騨
嫌
艘
墾
邑

も
に
お
わ
び
し
ま
す
.

「ア
リ
フ
ン
の
歌
」
↓
詠
す
ず
書
勝

刊
・B
b
判
。
二
八
〇
貞
∴
ハ五
〇
円

「自
由
玉
義
」
↓
筑
藤
書
房
刊
一B

一5判
.
三
二
〇
戻
.
四
五
〇
円

「灘術
と
映
醐
」
↓
紀
伊
国
尾
書
届

刊
・
A
5判
・
一十
〇
h
・
八〇
〇円

(編
纂
部)

}

日
本
外
交
の
思
想
的
転
換

日
本
近
代
と
東
Z
ジ
ア

ー

い
か
に
し
て
ア
ジ
ア
唯

一
の
耐
風
主
義
は
戒
立
し
た
か
-

核
兵
器
と
日
本
寒
鯉

坂
本
義
和

遠
山
茂
樹

豊
田
利
幸

多

藝
暴簾

攣簸

 

彌凹
囲
㎜圃
一九
占ハ
穴
年
の
展
望
馳
彫
"犠
鯛
籏
群
努
齢
禦
駿
齢騨

伺
鼎
固
闇
疑
惑
を
深
め
た
日
韓
審
議
田購纏
鑛
響
熱雛
躍
⑳.

条
約
ど
国
会
-日
韓
藝
揉
決
を
め
ぐ
そ

田
畑
茂
二
郎

〈日
録
〉批
准
璽

溌
丙
外
璽
薯

席奮

【二
宅
憲
介

戦
奮
奎
義

の危
讐

知
識
合

責
任
緬
墨

韻
黙
螂

.世

界

」創

刊
の
ζ

創
刊
ま
で
-、世
曇
蒙

壬
誘

.世
界

」ご
十
年

藻
簸
綿
…
…
大
内
兵
衛

世
界
」の
創
刊
二
↑
年
に
思
う
/
末
川
博

意
見
・惰
報
・価
偵
/
加
奮
周
一

持
続
す
る
志
ノ
大
江
健
三
郎

』ろ
…
選
藪
馳
戴
蜥
鮮麩

《
年
辱

戦

後

二

十

年

-
昼

恐
の歩
み

吉
野
源
三
郎

編
・城
塚

登

田
⑪
叢
夕
と
樫
博
孟
ダ
ー
日
本
文
学
の
た
めに
吉
川
幸
次
郎

団
昭
陽
凹

田
く
塁

O
O
Z
】)HO
の

奈
良
原

[
高

ー

ど
こ
か
の
パ
ス
の

作創
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学
習
に
最
適
な
使
い
易
い
六
法
2
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末
川

博
総
編
集

7

籔
6
判
・上
製
函
入
・
醐
三
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頁
/
五
五
〇
円
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辱

●
学
習
と
実
務
に
必
要
な
法
令
を
綱
羅
辞
二
七
網
停

I
L
O
第
87
号
条
約
批
准
に
伴
う
関
係
国
内
法
改
正
法
(公
共
企
業
体
等
労
働
関
係
法
・国
家
公
務

員
法
・地
方
公
営
企
業
労
働
関
係
法
・地
方
公
務
員
法
)
所
得
税
法
・法
人
税
法
・道
路
交
通
法

・証

券
取
引
法
ほ
か
改
正
完
全
収
録
。
箸
作
権
法
ゲ教
脊
公
務
員
特
例
法
・地
方
教
育
行
政
組
織
運
営
法

・
義
務
教
育
諸
学
校
政
治
中
立
法
・
少
年
審
判
規
則
・静
岡
県
公
安
条
例
等
、
新
収
録
咽
三
件

●
各
国
の
法
令
を
比
較
弁
照
で
き
る

憲
法
.民
法
.労
働
法
等
の
各
部
門
。
最
近
ま
で
の
改
正
を
織
り
込
む
と
共
に
、
比
較
憲
法
条
文
集

で
は
今
年
版
に
は
新
し
く
ア
フ
リ
カ
新
興
諸
国
(ガ
ー
ナ
、
カ
メ
ル
ー
ン
)
の
憲
法
を
一
部
収
録
。

●
旧
法
令
を
比
較
参
照
で
き
る

旧
憲
法
・
行
政
争
訟
関
係
旧
法
令
・
民
法
旧
規
定
・
商
法
旧
規
定
・
治
安
瞥
察
法
・治
安
維
持
法

出
版
法
・
新
聞
紙
法
等
.,

●
圧
倒
的
に
充
実
し
た
国
際
法
部
門

国
際
法
の
講
義
に
必
要
な
条
約
協
定
等
も
れ
な
く
収
鍔
。
日
韓
基
本
条
約
及
ひ
諸
協
定

(調
印
コ文
書
Y
ヶ}

新
収
。
外
交
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
を
新
収
。

●
完
備
し
た
参
照
条
文

・
総
合
事
項
索
引

●
付
録

「
法
の
成
立
と
運
営
」
「
手
数
料
等

脚
覧
し
蒔

(追
録
》

「肇
六
婆
翠
版
》お至
げ
ρ
享
、器
翠
7
轟

享
塞
譲
を
"義

舳の方
に
は
蓬
り
い
た
し
ます
.

4
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